
最 近 の ト ピ ッ ク ス

CTのinnovation

一歯科でヘリカルCTをどう活用するか-

新潟大学歯学部歯科放射線学講座

林 孝文,伊藤寿介

CTinnovation

-AroleofhelicalCTindentistry-

DepartmentofOralandMaxillofacialRadiology,

NiigataUniversitySchoolofDentistry

TakafumiHayashiandJusukeIto

画像診断はW.C.R6ntgenによるエックス線発見に端

を発し,以来機器や手法に様々な発見や改良が加えられ

てきた｡中でもエックス線 CT(以下 CTと略す)は1972

年にG.N.Houns丘eldにより開発され,従来のアナログ

的手法からデジタル的手法への一大転換点となり,以後

画像診断の中心的存在となった｡その後,1986年にMRI

(磁気共鳴画像)が臨床に利用されるようになり,電離

放射線被曝がなく組織 コン トラス トが優れるという利点

から,CTよりも優れた診断機器 として評価されるよう

になった｡現在,歯科領域でも顎関節疾患,特に顎関節

内障の第 1選択の検査法 とされている｡これに対 し,CT

の側でも1989年にヘ リカルCTが開発され,その価値が

再認識されるようになった｡現在臨床の場では,各々の

特長を生かし,特に高速性が必要とされる疾患や骨 ･石

灰化などの高コン トラス ト領域の疾患にはCT,その他

軟組織を中心､とした低 コントラス ト領域の疾患全般には

MRI,とい う原則的な使い分けがなされるようになっ

た｡しかし,- リカルCTの臨床における潜在的な可能

性は,全身各領域においてさまざまな施設で検討されて

いる最中である｡

ヘ リカルCTは扇状エ ックス線を利用する第 3世代に

属し,従来のマルチスライススキャン方式と同様にエッ

クス線ファンビームと多チャンネル検出器の対が被写体

をはさみ,その周囲を回転して投影データを収集する｡

- リカルスキャンの場合,エックス線管が被写体に対 し

て螺旋状に連続回転しながらエックス線を連続的に照射

することになるが,そのために,固定したスキャナ本体

が連続回転スキャンを行い,同時に被写体が体軸方向に

連続的にスライドする｡これは, リング状になった電気

導体のレールとこれに接触する摺動子からなるス リップ

リソグ方式による高速連続撮影が可能となったことによ

235

り,初めて実現した｡さらに,こうした技術の背景には,

近年急速に高性能化 した高速画像演算処理装置の存在が

ある｡

- リカルCTの利点として,スキャンとスキャンの間

の休止時間がないこと,また空間的 ･時間的に連続した

ボリュームデータが得られることがあげられているが,

歯科領域では特に後者の意義が大きい｡ヘ リカルスキャ

ンの最大の特長である体軸方向に切れ目のない連続デー

タが得られることから,検査後に同一の生データから,

軸位断 (アキシャル)像･MPR(多断面再構成法 :multi-

図 1 MPR像 (開口位 ･軟組織表示)

上段左はアキシャル画像から断面変換処理で作成されたコ

ロナル再構成画像,上段右は同様に作成されたサジタル再構

成画像である｡下段左はアキシャル画像であり,下段右はアキ

シャル画像上の斜線のカーソルで示されたオブリーク再構成

画像である｡サジタル像･オブリーク像において,下顎頭前方

に前方転位した関節円板と思われる軟組織を認める (矢頭)

図2 3DCT像

上段は閉口位,下段は開口位である｡下顎頭と下顎窟･関節

結節との位置関係が立体的に把握できる
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planarreconstruction)像･3DCT (3次元表面再構成 :

3D-surfacereconstruction)像のいずれかあるいは全て

を必要に応じて作成することが可能である｡これにより,

顎顔面骨折の3DCT像や歯科用インプラン トのための

任意断面によるMPR像,さらに顎顔面の変形症におけ

る3次元的評価などの面ですでにその価値が認められつ

つある｡さらに,高速連続撮影の技術を発展させたCT一

員uoroscopyを利用すれば,軟組織を含めた断層画像を

リアルタイムに近い状態で観察しながら目的部位に穿刺

することができるが,この方法を応用すれば,下顎運動

や嘩下鹿能など,阻噂運動全般の動態観察が可能になる

ことも期待される｡

-リカルCTの原理的な欠点として,実効スライス厚

の増大がある｡画像再構成の原理からすれば,螺旋軌道

のスキャンによる画像は,いわゆるモーショソアーティ

ファクトを含むものであり,これを軽減するために用い

られる補間計算はスライス感度プロフィールを変化させ

体軸方向の分解能を劣化させる｡読影に際しては常にこ

の特性を理解しておく必要があるO

図は,いずれも-リカルスキャソ (スライス厚 1mm,

管球回転速度 1回転/sec,寝台移動速度 1mm/rota-

tion)により軸位断で撮影 された顎関節のボ リューム

データからの処理画像であるO
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